
写真は「第 71 期将棋名人戦七番勝負」

　　　対局場入室の様子（日出町的山荘）

　　　左：森内 俊之 名人

　　　右：羽生 善治 三冠
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区長会・自治区の役割



日出町区長会・自治区の役割
　日出町には 77 の自治区があり、自治区の代表として区長が選出さ

れ、区長は町民と行政のパイプ役として活躍しています。

　今年も日出町区長会総会が開催され、自分たちの地域を住みよいま

ち、活気あるまちにするリーダーとして、町長より区長委嘱状が渡さ

れました。

　地域づくりは地域住民と行政が手を取り合って進めていなかければ

なりません。住民のニーズが多様化する今日、自治区及び区長の役割

を住民の皆さまにも理解していただくことが大切になっています。

区
長
の
使
命

　

少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
新
た
に

出
さ
れ
た
津
波
被
害
想
定
へ
の
対
応
な

ど
、
行
政
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
問

題
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

区
長
に
は
住
民
に
自
助
・
共
助
の
大

切
さ
を
伝
え
、
そ
れ
を
実
践
し
て
い
く

こ
と
や
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

行
政
が
進
め
る
事
業
を
地
域
に
根
付

か
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
か
ら
出

た
意
見
・
要
望
を
伝
え
て
い
く
重
要
な

パ
イ
プ
役
も
担
っ
て
い
ま
す
。

区
長
の
業
務

　

　

区
長
の
業
務
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
区
長
設
置
規
則
で
は
、
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
町
か
ら
住
民
に
連
絡
す
る
こ
と
の
周

　

知
徹
底
や
調
整

②
広
報
や
回
覧
文
書
の
配
布

③
区
内
の
世
帯
や
住
民
の
把
握

④
防
犯
や
防
災
対
策

⑤
地
域
福
祉
活
動
や
健
康
増
進
事
業

⑥
道
路
や
不
燃
物
の
分
別
な
ど
環
境
美
化

⑦
町
政
の
事
業
の
推
進

⑧
そ
の
他
町
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
こ
と
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現
在
、
町
の
区
長
会
長
を
務
め
る
土

井
功
さ
ん
（
豊
岡
本
町
）
は
、
平
成
10

年
４
月
に
区
長
に
就
任
。
以
来
15
年
以

上
に
わ
た
り
、
こ
の
職
務
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

区
長
の
職
務
に
つ
い
て
、「
区
長
は

地
区
の
奉
仕
者
で
あ
り
、
地
区
の
た
め

な
ら
必
死
に
な
っ
て
走
り
回
ら
な
い
と

い
け
な
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

土
井
さ
ん
自
身
も
、
週
に
一
度
は
、

地
域
を
自
分
の
足
で
見
て
ま
わ
り
、
住

民
の
様
子
や
危
険
箇
所
の
有
無
な
ど
を

確
認
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
高
齢
者
の

方
た
ち
に
は
「
元
気
か
い
、
困
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
ら
何
で
も
相
談
し
よ
」
と

声
か
け
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

区
長
は
、
道
路
等
の
危
険
箇
所
を
見

つ
け
た
場
合
は
町
や
関
係
機
関
に
す
ぐ

さ
ま
出
向
き
、
修
繕
等
の
対
応
を
求
め

ま
す
。「
区
民
に
何
か
あ
っ
て
か
ら
で
は

遅
い
」
か
ら
で
す
。　

　

ま
た
、
区
長
に
は
、
自
主
防
災
組
織
の

運
営
も
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
、
町
か
ら
避
難
勧
告
等
の

連
絡
が
あ
っ
た
時
は
、
地
元
消
防
団
と
連

携
し
て
住
民
へ
の
連
絡
や
救
助
に
ま
わ
る

な
ど
、
迅
速
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
住
民
の
世
帯
構
成
や

要
援
護
者
の
有
無
な
ど
を
常
に
把
握
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
ア
パ
ー
ト
の
住
民
な
ど
で
区

に
入
ら
ず
、
近
所
の
方
で
さ
え
、
ど
ん
な

人
が
住
ん
で
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と

い
っ
た
話
が
全
国
的
に
も
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
日
出
町
で
も
例
外
で
は

な
く
、
災
害
時
の
安
否
確
認
や
救
助
が
難

し
く
な
り
ま
す
。

　
「
ア
パ
ー
ト
の
所
有
者
や
仲
介
業
者
と

も
相
談
し
て
、
区
へ
の
加
入
の
理
解
を
深

め
て
い
き
た
い
」
と
考
え
て
い
る
そ
う
で

す
。

　　

現
在
、
少
子
高
齢
化
の
流
れ
が
確
実
に

進
む
な
か
で
、
地
域
の
付
き
合
い
や
近
所

同
士
で
助
け
合
う
こ
と
の
重
要
性
が
再
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
区
が
良
く
な
れ
ば
、
町
も
良
く
な
っ

て
い
く
。
行
政
・
議
会
・
区
長
会
が
三
位

一
体
と
な
っ
て
地
域
の
発
展
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

「行政・議会・区長会が三位一体となっ

て地域を発展させていきたい」

　　　　　　日出町区長会長　土井功さん（豊岡本町）

■地域住民同士の対話とふれあい
　地域を良くしていくためには、昔ながらのご近所づきあいや運動会などで交流を深めることにより信頼関係を
築いていくことが大切です。

■もしもというときの助け合い
　自然災害や防犯に対する備えは、地域が一丸となることで大きな力を発揮することができます。防犯パトロール
や見守りが地域住民に安心感を与えます。大きな災害で生き埋めになった人を助け出したのは近所の方たちです。

■地域課題の発見と解決
　地域の課題は地域住民が一番に気づきやすいものですが、個人や家庭だけでは解決が難しいことが多いと思わ
れます。こういった課題を地域で一緒になって考え、力を合わせていくことが解決への第一歩となります。

■区同士の協働、行政との協働
　地域づくりは行政だけではできません。地域の住民だけでもできません。より良い地域づくりを進めていくた
めには、お互いの役割と責任を分担しながら、ともに協力し合っていくことが大切です。また、地域の声を行政
に反映し協働で取り組むことも求められます。

割役の区
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区　名 氏　名

南
端
地
区

目刈 三重　敏明

高平 末綱　英敏

薄尾 大原　義信

今畑 髙橋　圀隆

柏川 西園寺　公輝

豊
岡
地
区

太田 髙橋　信朝

是城 廣瀬　紀久夫

長野 今村　昭治

法花寺 畑中　克博

上の原 阿部　陽一

宮の下 小野　勝美

中の二 一宮　司朗

中の三 城内　幸彦

影の木 土屋　吾郎

西の一 池部　長行

西の二 野﨑　一郎

西の三 畑中　哲翁

西 江藤　晟太郎

新町 利光　武

仲町 髙野　昭二

本町 土井　功

小浦 安部　慎太郎

影平 中元　清己

辻間団地東 岩本　隆治

辻間団地西 中野　成男

辻間団地南 安部　哲郎

辻間団地北 安藤　覺 

区　名 氏　名

日
出
地
区

南浜 石和　正吉

北浜 川野　武城

若宮 野上　務

下町 冨来　好明

本町 森永　淳司

中央 安倍　三千也

八日市 脇口　近美

西八日市 目代　憲夫

佐尾 三重野　博

上仁王 阿部　三郎

東仁王 大神　健

堀 岩﨑　英男

内堀 阿部　忠雄

日出団地 小嶋　俊一郎

藤
原
地
区

東部 光永　俊一

南部 岡山　俊一

西部 目代　玉喜

中部 石本　治郎

一北 木付　幸一

赤松 工藤　成喜

自然郷 吉田　壽樹

川
崎
地
区

宗行 手島　清林

則次 吉弘　秀二

辻の尾 河村　公司

成行 堀　五郎

千騎 手嶋　忠之

大峯 安部　政一

区　名 氏　名

川
崎
地
区

 平原 阿部　長夫

 東小深江 笠置　武俊

 西小深江 楢迫　信雄

 内野 手嶋　玉夫

 青津山 德丸　末昭

大
神
地
区

北大神 小石　清美

南大神 堀　　質

後村 辻本　正雄

中村 堀　伸幸

中央 阿部　隆

三尺山 升谷　正勝

上深江 佐藤　壽一

高尾 中野　昭

日比の浦 上田　光正

港 佐々木　彦四郎

牧の内 松田　晴四郎

軒の井 佐藤　正博

原山 河野　泰夫

片原津 三浦　天大

照川 武野　和明

真那井 河内　惣夫

八代 白石　公一

小出原 永　サツキ

平成 25 年度の区長が決まりました
　

本
年
度
４
月
よ
り
区
長
を

町
の
非
常
勤
特
別
職
と
し
て

委
嘱
を
行
い
ま
し
た
。

　

区
長
に
委
嘱
を
行
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
地
域
と
行
政
が

お
互
い
に
責
任
を
持
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
の
力
を
連
携
し
て
発

揮
し
て
い
く
こ
と
で
、
課
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
区

民
に
対
し
て
の
責
任
だ
け
で

な
く
、
町
に
対
し
て
も
責
任

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

今
ま
で
行
政
へ
の
協
力
の

お
礼
と
し
て
謝
金
を
支
払
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
後
は

業
務
に
対
す
る
対
価
と
し
て

報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
金
額
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
業
務
中
の
怪
我
等

に
つ
い
て
は
公
務
災
害
と
し

て
補
償
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

町
は
区
長
と
一
緒
に
な
っ

て
地
域
の
活
性
化
と
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

4



  　何　で　も　相　談
　　　受　付　中　で　す　。

例） 消費者相談、金銭問題、借地・借

家問題、環境問題、離婚、相続問

題、 親 子 関 係、 家 庭 問 題、 健康・

福祉相談など

■開設時間

 ８時 30 分～ 17 時　
 （土・日・祝日、年末年始を除く）

■相談場所

 新館１階　相談室
 
■直通電話

 ☎７３－３１１８

※法律相談など、町で対応できない
相談に関しては、専門機関をご紹介
します。

日常生活の中で抱える

どこに相談してよいかわからないことなどについて、

役場職員がお話を聞きます。
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　町
の
施
策
や
課
題
の
説
明
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

ひ
ら
か
れ
た
町
政
を
進
め
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ

町　政　ふ　れ　あ　い　講　座

　 町 の 施 策 や 課 題 等 の 説 明 を 行 い、 協 働 の ま ち づ く り を 進 め る こ と
を 目 的 に、 皆 さ ん の も と へ 担 当 課 長 等 が 出 前 講 座 を 行 い ま す。

■ 申 込 条 件　10 人 以 上 の 集 ま り ／ 開 催 日 の １ 月 前 ま で に 申 請 ／ 　 　

　 　 　 　 　 　  
会 場 の 準 備 等 は 申 請 者 側 で お 願 い し ま す。

＊ 陳 情 ・ 苦 情 等 を 目 的 と す る 場 合、 政 治 ・ 営 利 ・ 宗 教 活 動 を 目 的 と
　 す る 場 合 は 該 当 し ま せ ん。 　

■ 申 込　 政 策 推 進 課 広 報 広 聴 係 に 備 え 付 け の 申 請 書 を 提 出 し て く 　
　 　 　 　 だ さ い。 町 ホ ー ム ペ ー ジ か ら も ダ ウ ン ロ ー ド で き ま す。

■問合先　   政 策 推 進 課 広 報 広 聴 係 ☎ 73-3116
　 　 　 　 　 　http://www.town.hiji.oita.jp

テーマ 講座の内容 担当課

役場の業務について 各課の業務内容／各種施設について 総務課

自治区について 区の役割について 〃

防災業務について 日出町の防災対策について 〃

選挙制度について 選挙制度について 〃

消費者問題について 訪問販売や悪徳商法等について 〃

町有財産について 普通財産と行政財産／土地の払い下げ手続き 財政課

町の財政について 町の現状／予算の仕組み／今後の財政計画 〃

事務事業評価について 事業の改善・改革の取り組みについて 政策推進課

町の主要施策について 日出町総合計画／協働のまちづくり／地域公共交通について 〃

公共事業の契約や検査について 公共事業の契約や検査について 契約検査室

住民税の仕組み 住民税とは／課税の仕組み 税務課

固定資産税の仕組み 土地、家屋に対する課税の仕組み 〃

農業所得決算書作成 申告方法／収支計算書の書き方 〃

国民健康保険税の仕組み 国民健康保険税について／課税の仕組み 〃

戸籍制度と各種届出 戸籍制度の解説と各種届出の諸注意 住民課

人権基礎講座 同和問題をはじめとする人権問題の歴史と取り組みについて 〃

障がい者支援 障害者自立支援法のサービス内容／利用者負担／その他の
サービスについて 福祉対策課

子育て支援 各種手当／保育園／医療費助成／児童館／児童クラブ／予防
接種／子どもの健康 〃

要援護者対策 要援護者とは／地域における助けあい 〃
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町
長
と
気
軽
に
意
見
交
換

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
相
互
理
解
を
深
め
、

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
役
立
て
る
た
め
「
移
動
町
長
室
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　　

町
長
自
身
が
お
伺
い
し
て
、
各
団
体
、
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
内
容

　

皆
さ
ん
が
普
段
考
え
て
い
る
こ
と
、
思
っ
て
い

る
こ
と
を
自
由
に
町
長
と
話
し
て
く
だ
さ
い
。

○
５
人
以
上
の
集
ま
り
が
対
象
。

○
対
話
時
間
は
１
時
間
か
ら
１
時
間
半
程
度
。

○
主
催
者
の
希
望
会
場
に
お
伺
い
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

政
策
推
進
課
広
報
広
聴
係
に
備
え
付
け
の
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊  

町
長
の
日
程
を
調
整
の
う
え
、
開
催
日
時
を
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
先

　

政
策
推
進
課
広
報
広
聴
係

　

☎
73-

３
１
１
６

　

http://w
w

w
.tow

n.hiji.oita.jp

テーマ 講座の内容 担当課

健康増進事業について 特定健康診査／がん検診の話 健康増進課

介護予防について 介護予防の話 〃

ゴミの減量化について ゴミの分別／減量化 生活環境課

地球温暖化防止について エコライフの紹介 〃

日出町の観光振興について 観光振興施策について 商工観光課

農地制度の基礎知識 農地の賃借・転用について 農業委員会

有害鳥獣被害対策について 駆除と自己防衛／補助制度 農林水産課

地籍調査について 地籍の調査・利活用について 〃

道路整備について 町の道路の状況／主要事業の概要／道路の維持管理について 都市建設課

公営住宅について 公営住宅について／維持管理について 〃

公園について 町内の公園のすがた／管理・整備計画 〃

上水道について 上水道の流れ／施設とその管理・家庭内の管理／企業経営の
あり方 上下水道課

下水道について 下水道の流れ／施設とその管理・家庭内の管理／自然流下で
あるための経営のあり方 〃

教育委員会の活動について 教育委員会の組織／構成／役割／業務等 教育総務課

教育施設の充実 学校施設の充実／耐震化の取り組み 〃

教育委員会の指導方針 幼稚園・学校教育の指導方針 学校教育課

文化財について 町内の文化財の紹介／文化財の種類と価値 生涯学習課

社会教育について 社会教育の現状と課題について 〃

スポーツ振興について 総合型地域スポーツクラブの趣旨と地域スポーツの推進につ
いて 〃

移
動
町
長
室
を
開
催
中
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 TOWN　TOPICS　                                                 
まちの話題  　4 ～ 5 月

　日出町 facebook　　　　　　　　
   パソコンでも身近な情報が満載
  http://www.facebook.com/hijimachi　　　　　　　　　

第 28 回城下かれい祭り
　 ５ 月 18 日 （ 土 ）、19 日 （ 日 ） の 両 日、 日
出 城 址 周 辺 で「城 下 か れ い 祭 り」が 開 催 さ れ、
町 内 外 か ら 約 ４ 万 ３ 千 人 が 訪 れ ま し た。
　「 城 下 か れ い 限 定 ミ ニ 懐 石 賞 味 会 」 で は、
事 前 予 約 と 当 日 販 売 の 計 1,180 食 を 完 売。 町
内 ５ つ の 専 門 店 で 城 下 か れ い の 味 を 楽 し み ま
し た。
　 ま た、今 年 は 新 た に「魚 の 競 り 市 体 験」や「お
魚 の つ か み 取 り 大 会」 が 行 わ れ ま し た。 来 場
者 は 日 出 の 海 で 獲 れ た 新 鮮 な 魚 の 競 り を 体 験
し た り、 特 設 プ ー ル に 放 た れ た 魚 の つ か み 取
り で は、 子 ど も 達 が 大 は し ゃ ぎ で し た。
　 日 出 小 学 校 グ ラ ウ ン ド の メ イ ン ス テ ー ジ
で は、 フ ラ ダ ン ス や ハ ー モ ニ ー ラ ン ド ミ ニ
シ ョ ー、今 成 佳 奈 ミ ニ ラ イ ブ、３B 体 操、チ ャ
リ テ ィ ゲ ー ム 大 会、 河 内 明 美 オ ン ス テ ー ジ な
ど が 行 わ れ、 多 く の 方 で に ぎ わ っ て い ま し
た。
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タ
ケ
ノ
コ
で
地
域
と
交
流

南
端
小
・
中
学
校
で
「
た
け
の
こ
祭
り
」

　

4
月
19
日
、南
端
小
・
中
学
校
で
「
た

け
の
こ
祭
り
」
が
お
こ
な
わ
れ
、児
童
・

生
徒
が
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
や
料
理
体
験
を

し
ま
し
た
。
祭
り
に
は
地
元
の
住
民
も

参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
に
掘
り
方
の
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
近
く
の
林
で
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
に

挑
戦
。
タ
ケ
ノ
コ
を
傷
つ
け
な
い
よ
う

に
丁
寧
に
掘
っ
て
い
き
、
大
き
な
タ
ケ

ノ
コ
を
掘
り
あ
げ
た
児
童
の
周
り
で
歓

声
が
あ
が
っ
た
り
と
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
採
れ
た
タ
ケ
ノ
コ
を
前

に
、
南
端
中
3
年
の
草
牧
敬
吾
君
は
、

「
疲
れ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
」
と
充

実
し
た
様
子
で
し
た
。

　

収
穫
し
た
タ
ケ
ノ
コ
は
学
校
に
持
ち

帰
り
、
地
域
の
お
母
さ
ん
方
と
一
緒
に

煮
物
や
天
ぷ
ら
を
作
り
、
掘
り
た
て
の

タ
ケ
ノ
コ
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

町
内
藤
原
の
郷
土
史
研
究
家
・
魚
住

修
三
さ
ん
が
、介
護
老
人
保
健
施
設「
サ

ン
ラ
イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
」
で
施
設
利
用
者

を
対
象
に
お
こ
な
っ
て
い
る
講
座
「
日

出
町
の
歴
史
を
語
る
会
」
が
開
講
か
ら

70
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

魚
住
さ
ん
は
、
高
齢
者
の
「
脳
と
心

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
を
目
的
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
平
成
19
年
か
ら
約
6
年
間
、

月
1
回
の
講
座
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

講
座
は
、
町
の
歴
史
を
題
材
に
し
、

自
ら
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
映
像
を
交
え
る

な
ど
工
夫
し
、
高
齢
者
か
ら
も
「
わ
か

り
や
す
く
て
楽
し
い
」
と
評
判
で
す
。

　

積
み
重
ね
て
70
回
に
達
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、「
皆
さ
ん
が
楽
し
み
に
し
て

く
れ
て
い
る
の
で
、
や
り
が
い
が
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」

と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

開
講
し
て
70
回
を
達
成

魚
住
さ
ん
の
「
日
出
町
の
歴
史
を
語
る
会
」

　

4
月
30
日
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
特
別
な
「
お
せ
っ
た
い
」
の
日
。

　

お
せ
っ
た
い
は
、
弘
法
大
師
へ
の
供

養
と
報
謝
の
念
か
ら
生
ま
れ
た
風
習
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
お
菓
子
を

沢
山
も
ら
え
る
お
祭
り
の
よ
う
な
日
。

　

こ
の
日
は
雨
が
降
る
、
あ
い
に
く
の

天
気
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
傘
を

差
し
な
が
ら
も
、「
お
こ
ぼ
さ
ま
」
に

お
参
り
し
て
、
お
菓
子
を
次
々
と
も

ら
っ
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
「
お
せ
っ
た
い
は
宝
探
し
み
た
い
で

わ
く
わ
く
す
る
」
と
い
う
の
は
、
豊
岡

の
小
浦
地
区
を
ま
わ
っ
た
、
豊
岡
小
５

年
の
安
部
宇う

み美
さ
ん
、
岩
尾
茉ま

お央
さ

ん
、
内
藤
小こ

な

み

菜
美
さ
ん
、
古
川
栞し
お
りさ
ん

の
仲
良
し
４
人
組
。
途
中
、
す
れ
違
う

子
ど
も
た
ち
と
「
お
こ
ぼ
さ
ま
」
の
出

て
い
る
家
の
情
報
交
換
を
し
た
り
し
な

が
ら
、
楽
し
く
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

和
製
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

「
お
せ
っ
た
い
」
が
あ
り
ま
し
た

今
年
も
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す

　ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

第
34
回
日
出
町
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
・
第
30
回
大
分
合
同
新
聞
社
旗

争
奪
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

５
月
11
日
に
開
幕
し
ま
し
た
。
梅
雨
時

期
を
避
け
る
た
め
、
例
年
よ
り
１
ヶ
月

早
い
開
催
で
す
。

　

今
年
は
56
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
現
在

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

黒
岩
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た

開
会
式
で
は
、
昨
年
度
優
勝
チ
ー
ム
の

優
勝
旗
返
還
の
あ
と
、
三
浦
正
臣
町
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
長
が
「
今
年
も
盛
大

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
長
野
区

の
大
曽
根
茂
美
選
手
が
「
正
々
堂
々

と
、
怪
我
な
く
戦
い
抜
く
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。
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日出町長　工藤　義見

そ の  7 5

日出町長　工藤　義見

安
倍
総
理
が
来
県
し
、

          

自
治
体
関
係
者
と
意
見
交
換
会

　

５
月
18
日
、
安
倍
総
理
が
来
県
し
、
午
後

３
時
過
ぎ
か
ら
、
別
府
市
内
の
ホ
テ
ル
で
県

下
市
町
村
長
・
同
議
会
議
長
と
の
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
、
私
も
こ
の
会
に
出
席
し
ま
し

た
。

　

会
議
に
は
安
倍
総
理
の
ほ
か
磯
崎
、
木
村

両
政
務
補
佐
官
、
衛
藤
、
岩
屋
、
穴
見
地
元

国
会
議
員
も
出
席
し
、
広
瀬
知
事
の
司
会
で

会
は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
及
び
町
村
の
首
長
会
長
、
同
議
長
会
等

か
ら
意
見
、
要
望
が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
に
総

理
が
答
え
る
形
で
会
は
進
行
し
、
全
員
で
記

念
撮
影
を
し
、
50
分
ほ
ど
で
会
を
終
わ
り
ま

し
た
。

　

地
元
側
か
ら
は
景
気
の
動
向
、
資
材
・
燃

油
の
高
騰
で
厳
し
い
産
業
分
野
の
現
状
、
地

方
交
付
税
の
削
減
問
題
、
道
州
制
と
今
後
の

基
礎
自
治
体
、
災
害
被
害
へ
の
国
支
援
、
国

道
等
の
直
轄
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
、
小
規

模
農
業
へ
の
支
援
、
教
育
と
地
域
づ
く
り
な

ど
に
つ
い
て
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
理
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
提
起
さ
れ
た
意

見
に
つ
い
て
答
弁
が
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
成

長
戦
略
の
推
進
を
図
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

城
下
か
れ
い
祭
り
を
多
彩
に
実
施

　

第
28
回
「
城
下
か
れ
い
祭
り
」
が
18
、
19

日
の
両
日
、
日
出
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
中

心
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
９
時
30
分
か
ら
二
の
丸
館
前
広
場

で
関
係
者
が
集
ま
り
安
全
祈
願
の
神
事
を
行

い
、
続
い
て
小
学
１
年
生
の
代
表
を
招
い
て

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
式
、
日
出
町
消
防
団
員
が
早

朝
か
ら
威
勢
よ
く
作
っ
た
小
餅
を
実
行
委
員

会
役
員
に
よ
り
餅
ま
き
し
、
祭
り
は
開
会
。

　

中
心
会
場
の
テ
ン
ト
内
で
は
、
飲
食
コ
ー

ナ
ー
に
食
品
が
並
び
、
舞
台
で
は
各
種
の
イ

ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
ま
た
恒
例
の
地

元
料
理
店
で
提
供
す
る
「
城
下
か
れ
い
賞
味

会
」は
事
前
予
約
も
良
好
で
し
た
。
し
か
し
、

２
日
目
は
生
憎
の
雨
模
様
で
や
や
低
調
気
味

で
し
た
。

　

祭
り
に
協
賛
し
て
の
お
茶
会
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
少
年
少
女
剣
道
大
会
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
行
事
、
俳
句
の
会
、
農
業
・
観
光
視

察
コ
ー
ス
で
も
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
祭
り
の
特
色
は
、
魚
を
中
心
に
し

た
催
し
を
多
く
取
り
入
れ
、
訪
れ
た
方
に
楽

し
ん
で
行
事
に
参
加
し
て
頂
く
よ
う
工
夫
し

ま
し
た
。
丁
度
、
５
月
の
漁
業
休
業
期
が
あ

り
、
11
日
か
ら
の
祭
り
で
は
魚
類
の
確
保
が

難
し
い
こ
と
か
ら
、
１
週
間
遅
ら
せ
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
漁
師
の
皆
さ
ん
が
獲
っ
た
新
鮮

な
魚
を
直
接
日
出
港
に
揚
げ
、
来
場
者
が
仲

買
人
と
な
っ
て
行
う
「
魚
の
競
り
市
」、
円

形
プ
ー
ル
を
回
遊
す
る
魚
を
手
つ
か
み
す
る

「
魚
の
つ
か
み
取
り
」、
大
漁
旗
を
掲
げ
る
漁

船
に
乗
り
込
み
海
上
を
周
遊
す
る
「
海
上
パ

レ
ー
ド
」
な
ど
の
行
事
を
新
た
に
加
え
て
の

開
催
で
し
た
。

　

恒
例
の
漁
師
の
皆
さ
ん
が
実
施
す
る
「
ブ

リ
丼
賞
味
会
」、
海
辺
で
の
「
か
れ
い
放
流
」

な
ど
も
大
変
好
評
で
し
た
。

　

待
望
の
花
火
大
会
も
第
１
日
夕
刻
８
時
か

ら
実
施
し
、
例
年
よ
り
多
く
の
参
加
者
の
も

と
、
夜
空
を
彩
る
見
事
な
５
千
発
の
花
火
で

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

花
火
は
お
馴
染
み
の
㈱
生
島
煙
火
社
中
の

皆
さ
ん
で
し
た
が
、
新
作
花
火
を
交
え
て
見

応
え
の
あ
る
も
の
で
、
さ
ら
に
音
響
、
音
楽

も
う
ま
く
調
和
し
て
良
好
な
雰
囲
気
の
中
で

の
花
火
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

的
山
荘
で
第
71
期
将
棋
名
人
戦

　

地
元
で
実
行
委
員
会
を
設
け
、
受
け
入
れ

準
備
を
行
っ
て
き
た
森
内
俊
之
名
人
に
羽
生

善
治
三
冠
が
挑
戦
す
る
第
71
期
将
棋
名
人
戦

７
番
勝
負
の
第
４
局
が
、
５
月
21
日
、
22
日

の
両
日
、
町
内
日
出
町
的
山
荘
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

私
も
招
待
さ
れ
て
対
局
室
で
初
手
打
ち
に

立
ち
会
う
こ
と
を
許
さ
れ
ま
し
た
。

　

深
浦
王
位
が
羽
生
王
将
に
挑
戦
し
た
第
58

期
王
将
戦
７
番
勝
負
の
第
４
局
が
平
成
21
年

２
月
18
日
、
19
日
に
別
府
湾
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
際
も
立
会
を
許

さ
れ
ま
し
た
の
で
今
回
で
２
度
目
の
経
験
で

す
。

　

さ
て
、
名
人
戦
第
１
局
、
第
２
局
は
森

内
、
第
３
局
は
羽
生
で
、
名
人
の
２
勝
１
敗

の
後
を
受
け
て
の
今
回
の
第
４
局
目
。
県
内

で
の
名
人
戦
は
26
年
ぶ
り
と
か
、
こ
の
よ
う

な
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
地
に
日
出
町
が

選
ば
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

当
日
の
的
山
荘
は
、
早
朝
か
ら
報
道
陣
が

押
し
掛
け
る
中
、
高
橋
道
雄
九
段
の
立
会
の

も
と
、
羽
生
三
冠
が
着
座
し
、
次
い
で
森
内

俊
之
名
人
が
入
室
対
座
し
、
一
礼
の
後
、
厳

粛
の
中
に
王
か
ら
順
次
駒
並
べ
し
、
午
前
９

時
に
名
人
先
番
で
対
局
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
期
の
名
人
戦
は
、
永
世
名
人
資
格
者
同

士
の
３
年
連
続
対
決
で
し
た
が
、
22
日
午
後

７
時
５
分
、
93
手
で
森
内
名
人
の
勝
ち
と
な

り
、
対
戦
成
績
を
３
勝
１
敗
と
し
て
３
連
覇

通
算
８
期
へ
と
あ
と
１
勝
と
迫
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
主
催
は
毎
日
新
聞
社
・
朝
日
新
聞

社
・
協
賛
は
大
和
証
券
グ
ル
ー
プ
で
し
た

が
、
14
日
付
の
毎
日
新
聞
な
ど
で
日
出
町
の

自
然
、
歴
史
、
文
化
、
味
覚
な
ど
が
全
国
に

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
夜
祭
は
別
府
湾
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
、
対
局
の
お
二
人
、
関
係
者
、
各
地
か

ら
の
フ
ァ
ン
な
ど
が
集
ま
り
、
写
真
撮
影
、

抽
選
会
も
あ
っ
て
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

対
局
の
模
様
や
町
中
央
公
民
館
か
ら
の
畠
山

鎮
七
段
ら
に
よ
る
大
盤
解
説
会
も
中
継
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
対
局
で
は
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど

多
く
の
報
道
関
係
者
、将
棋
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、

日
出
町
を
広
く
紹
介
で
き
ま
し
た
。

 

（
次
号
に
つ
づ
く
）
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

　

暘
谷
駅
周
辺
整
備
に
伴
う
都
市
計
画

　
　
　

道
路
原
案
の
縦
覧
期
間
の
お
知
ら
せ

　町
で
は
暘
谷
駅
周
辺
の
活
性
化
を
図
る
と
と

も
に
、
駅
周
辺
部
の
安
全
性
の
確
保
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
等
の
検
討
を
踏
ま
え
、
暘
谷
駅
の
移
設

を
前
提
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
を
挟
ん
で
南
北
を
つ
な

ぐ
自
由
通
路
と
駅
前
広
場
の
整
備
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
日
程
で
都
市
計
画
道

路
原
案
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。
日
出
町
に
お
住

ま
い
で
、
そ
の
案
に
対
し
て
ご
意
見
の
あ
る
方

は
、
縦
覧
期
間
内
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
都
市
計
画
道
路
原
案
の
縦
覧
期
間
及
び
意
見

書
の
提
出
期
間

　

６
月
10
日
（
月
）
～
６
月
24
日
（
月
）　　

　

８
時
30
分
～
17
時

■
縦
覧
場
所
及
び
意
見
書
の
提
出
場
所 　
　

　

都
市
建
設
課

※
「
意
見
書
」
は
縦
覧
場
所
で
配
布
す
る
ほ 

　

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド　

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
先 　

都
市
建
設
課
都
市
計
画
係　
　

　

☎
73-

３
１
７
２

　

６
月
１
日
（
土
）～
６
月
７
日
（
金
）
は

　

水
道
週
間

　第
55
回  

水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

　「復
興
の

　未
来
と

　
　
　生
命
（
い
の
ち
）
　照
ら
す
水
」

　
「
安
心
安
全
な
水
」。
そ
の
信
頼
に
お
応
え
す

る
た
め
、
町
で
は
、
定
期
的
な
水
質
検
査
や
老

朽
管
の
更
新
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
に
安
心
し
て
ご
使
用
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
大
切
な
資
源
で
す
。
無
駄
な
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

　・
蛇
口
は
し
っ
か
り
閉
め
ま
し
ょ
う
。

　

・  

漏
水
防
止
の
た
め
、
メ
ー
タ
ー
を
こ
ま
め

に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

・  

水
道
に
関
す
る
こ
と
で
ご
質
問
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

上
下
水
道
課

　

☎
73-

３
１
３
４

　

年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

　
　
（
付
加
年
金
制
度
の
ご
案
内
）

　

少
し
で
も
年
金
を
増
や
し
た
い
と
い
う
方
に

お
す
す
め
で
す
。

　

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入

被
保
険
者
が
定
額
保
険
料
（
月
額
１
５
，
０

４
０
円
）
に
付
加
保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）

を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金

に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

上
乗
せ
さ
れ
る
年
金
額
は
、
２
０
０
円
×
付

加
保
険
料
納
付
月
数
。
老
齢
基
礎
年
金
と
合
わ

せ
て
受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す
。

　

納
付
は
、
申
し
込
ん
だ
月
分
か
ら
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
納
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

　

住
民
課
年
金
係　

☎
73-

３
１
２
２

    

家
畜
や
家
き
ん
類
を

　
　

飼
養
し
て
い
る
方
へ

　
「
家
畜
伝
染
病
予
防
法
」
で
は
、
１
頭
又
は
１

羽
以
上
の
家
畜
や
家
き
ん
類
等
を
飼
養
し
て
い

お忘れなく！児童手当現況届
　 児 童 手 当 を 受 給 し て い る 方 は、 毎 年 ６ 月 中 に

「 児 童 手 当 現 況 届 」 を 提 出 し な け れ ば な り ま せ
ん。 受 給 者 に は ５ 月 末 に お 知 ら せ を お 送 り し て
い ま す。
　 こ の 届 出 は、 児 童 手 当 を 引 き 続 き 受 給 す る 要
件 が あ る か ど う か 確 認 す る た め の 大 切 な 手 続 き
で す。
　 現 況 届 の 提 出 が な い 場 合 は、 翌 月 分 か ら の 児
童 手 当 の 支 給 が で き な く な り ま す の で、 忘 れ ず
に 手 続 き を し て く だ さ い。

■ 提 出 期 間 　 ６ 月 ３ 日 （月） ～ ６ 月 28 日 （金）
■ 受 付 時 間 　 平 日 の ８ 時 30 分 ～ 17 時
※ た だ し、 ６ 月 23 日 （ 日 ） は 同 時 間 で 休 日 受
付 を し ま す の で、 平 日 の 届 出 が 難 し い 方 は 是 非
ご 利 用 く だ さ い。

■ 問 合 先 　 福 祉 対 策 課 子 育 て 支 援 係 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 ☎ ７ ３- ３ １ ２ １

日本風景街道に認定される
別府湾岸・国東半島海辺の道

　

５
月
14
日
、「
別
府
湾
岸
・
国
東
半

島
海
辺
の
道
」
が
日
本
風
景
街
道
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
道
は
、
大
分
市
佐
賀
関
か
ら
豊

後
高
田
市
ま
で
の
海
岸
線
を
結
ぶ
総
延

長
約
１
５
０
Km
の
ル
ー
ト
で
、
日
出
町

の
ほ
か
関
係
５
市
が
登
録
証
交
付
式
に

出
席
し
ま
し
た
。

　

日
出
町
で
は
、
城
下
海
岸
周
辺
な
ど

約
25

に
わ
た
る
美
し
い
海
岸
線
が
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
６
市
町
は
、
各
地
の
魅

力
的
な
資
源
を
活
か
し
、
連
携
を
深
め

て
い
く
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

Km

６月定期払の児童手当の振込日は６月 13 日
（木）です。今回の支払いは、２月分～５月

分の手当となります。
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　既設の浄化槽・汲取り便槽から新しい浄化槽に設置替えする方に対して補助を行っています。
　申請をご希望の方は下記まで問い合わせください。

■補助対象地域　　　下水道の整備が予定されていない地域

■補助対象浄化槽　　○浄化槽法の規定による構造基準に適合するもの　○ 10 人槽以下のもの

■補助対象者　　　　補助対象地域内で一般居住用住宅において、既設の浄化槽・汲取り便槽から新しい

　　　　　　　　　　浄化槽 ( ５人槽～ 10 人槽 ) に設置替えする方　※着工後の申請は受付できません。

■補助金額　 人槽 補助金額
５人槽 332,000 円

6 ～７人槽 414,000 円
８～ 10 人槽 548,000 円

新しい浄化槽に設置替えする方に補助します

※設置に要する費用が補助

金の額に満たない場合は、

設置に要する費用が補助金

の額となります。■問合先　上下水道課下水道管理係　☎ 73-3124

る
方
は
、
管
轄
し
て
い
る
家
畜
保
健
衛
生
所

へ
「
家
畜
の
種
類
」
及
び
「
飼
養
頭
羽
数
」

を
必
ず
年
一
回
報
告
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
飼
養
者
の
報
告
義
務
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
家
畜
保
健
衛
生
所
と
協
力
し
町

内
の
飼
養
者
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

年
一
回
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
次
の
対
象
畜
種
を
飼
養
し
て
い
る

方
で
、
こ
れ
ま
で
に
役
場
又
は
家
畜
保
健
衛

生
所
か
ら
問
い
合
わ
せ
や
調
査
等
を
受
け
て

い
な
い
方
は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
対
象
家
畜　

牛
、
水
牛
、
馬
、
鹿
、
め
ん

　

羊
、
山
羊
、
豚
、
家
き
ん
類
（
鶏
、
烏
骨
鶏
、

　

カ
モ
、
キ
ジ
、　

ア
ヒ
ル
、
チ
ャ
ボ
、
な
ど
）

※
家
き
ん
類
は
種
類
が
多
い
た
め
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
基
準
日　
　

報
告
年
の
２
月
１
日

■
報
告
期
限　

毎
年
６
月
末
日

■
問
合
先　
　

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係　

　

☎ 

73-

３
１
２
７

　

家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入

　

補
助

　

平
成
25
年
度
か
ら
、
電
動
式
家
庭
用
生
ご

み
処
理
容
器
の
助
成
額
を
２
万
円
か
ら
４
万

円
に
増
額
し
ま
し
た
。
ご
み
の
減
量
化
の
た

め
、
積
極
的
な
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者　

町
内
在
住
の
方

■
助
成
内
容　

購
入
金
額
の
２
分
の
１　

○
電 

動 

式　

上
限
額
１
基
に
つ
き
４
万
円　

○
非
電
動
式　

１
世
帯
２
基
ま
で

　
　
　
　
　
　

上
限
額
１
基
に
つ
き
３
千
円

■
問
合
先　

生
活
環
境
課　

☎
73ｰ

３
１
２
８

　

ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
、
延
滞
金
等
が

加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
至
急
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

他
人
に
譲
渡
し
た
り
、
盗
難
に
遭
わ
れ
た

場
合
で
も
、
役
場
へ
の
届
け
出
が
お
済
み
で

な
い
と
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

税
務
課
住
民
税
係

　

☎
73-

３
１
２
３

　

カ
ン
ト
リ
ー
作
戦
の
実
施
に
つ
い
て

　環
境
月
間
に
合
わ
せ
、
本
年
も
町
内
一
斉

美
化
活
動
「
カ
ン
ト
リ
ー
作
戦
」
を
６
月
16

日
（
日
）
に
実
施
し
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先　

生
活
環
境
課　

☎
73-

３
１
２
８

　

日
出
町
戦
没
者
追
悼
式
の
お
知
ら
せ

■
日
時　

6
月
28
日
（
金
）
10
時
30
分
～
開
式

■
場
所　

町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

※
遺
族
会
会
員
に
は
遺
族
会
よ
り
お
知
ら
せ
が

あ
り
ま
す
。
遺
族
会
に
加
入
し
て
い
な
い
ご
遺

族
の
方
で
、
参
列
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

戦
没
者
と
は
、「
昭
和
12
年
の
日
中
戦
争

以
降
の
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
で
、
戦
争
が

原
因
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
」
で
す
。

■
問
合
先　

福
祉
対
策
課
地
域
福
祉
係

　

☎
73-

３
１
２
１

　

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

平
成
25
年
度
の
町
県
民
税
、
国
民
健
康
保

険
税
、
介
護
保
険
料
の
納
税
通
知
書
を
６
月

14
日
（
金
）
に
発
送
し
ま
す
。
内
容
を
ご
確

認
の
う
え
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
の

前
日
ま
で
に
入
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先　

税
務
課
住
民
税
係

　

☎
73-

３
１
２
３

　

軽
自
動
車
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

平
成
25
年
度
の
軽
自
動
車
税
（
納
期
限
５
月

31
日
）
の
納
税
は
お
済
み
で
す
か
。

      

とよおか児童クラブ指導員募集
　夏休みから、豊岡地区で放課後児童クラブ（学童保育）を開設しま
す。開設にあたり、児童クラブ指導員を募集します。
　■雇用条件　  健康で子育てに関心のある方（保育士等の資格の有無は問い

ません）
　■募集人数　４～５名程度
　■雇用時期　 7 月 20 日（土）から
　■勤務日数　 週４～５日　■時給　７００円
　■勤務時間　  （平日）放課後～ 19 時までの時間帯で 4 時間程度
　　　　　　　（土曜日・夏休み等）8 時～ 19 時までの時間帯で 5 時間程度
　■募集締切　6 月 21 日（金）
　■問合先　　福祉対策課子育て支援係
　　　　　　    ☎ 73-3121 
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定 期 相 談

●行政相談

　場所　役場新館 3階 332 会議室

　日時　6月 4日（火）10 時～ 15 時

　問合先　総務課　☎ 73‐3150

●心配ごと相談

　場所　役場新館 3階 333 会議室

　日時　6 月 11 日（火）10 時～ 15 時

　問合先　福祉対策課　☎ 73-3121

●心配ごと ・行政合同相談

　場所　役場新館 3階 332 会議室

　日時　6 月 18 日（火）10 時～ 15 時

　問合先　総務課　☎ 73‐3150

●障がい児 ・者等支援相談

　相談先　社会福祉法人「みのり村」

　　　　　みのり障がい者生活支援センター

　　☎ 72‐2818

●障がい児 ・者生活支援相談

　相談先　太陽の家障害者生活支援センター
　　　　　　☎ 72 ‐ 1682
　　　　　（受付時間：8 時～ 17 時）

●高齢者総合相談

　相談先　日出町地域包括支援センター

（健康増進課内）☎ 73‐3115

●家庭児童 ・母子婦人相談

　相談先　福祉対策課　☎ 73‐3121

　
●いつでも子育てほっとライン

　相談ダイヤル　☎ 0120‐462‐110

        （24 時間　365 日受付）

●無料人権相談所

　相談先　大分地方法務局杵築支局　

☎ 0978‐62‐2271

●法律相談　（要予約）

　日時　第２火曜（保健福祉センター）

　　　　第４火曜（役場 333 会議室）

　　　　※祭日の場合は休み

　　　　13 時 30 分～ 16 時 30 分

　費用　30 分につき 5,000 円

　　　　※収入が一定以下の方及び多重　

債務の相談は無料

　申込 ・問合先　大分県弁護士会

　☎ 097‐536‐1458

　3日・9日・10日・17日・23日・24日・27日・30日

■ブーフーウーによる読み聞かせ

　○日時　6月 8日  （土）　  10 時 30 分～ 11 時 30 分

　　　　　　０歳～３歳向け

　○日時　6月 22 日  （土）　 10 時 30 分～ 11 時 30 分

　　　　　　４歳～小学校低学年向け

■ FUMFUM（ふむふむ）による読み聞かせ

　○日時　6月 28 日  （金）　 11 時～ 11 時 30 分

　　　　　　０歳～５歳くらいまで

６月の休館日

図 書 館 だ よ り

萬里図書館　　　７２－２８５１　

新刊案内

「見上げた空の色」ウエザ・リポート
宇江佐真理：著　文藝春秋：刊
　「髪結い伊三次捕物余話」シ
リーズなどで人気の時代小説作
家によるエッセイ集、第２弾。
函館在住、主婦でもある著者が、
創作の秘密、日々の暮らしを朗
らかに綴る。『北海道新聞』等掲
載を単行本化。

『図書館が街を創る。』「武雄市図
書館」という挑戦
楽園計画：編集　ネコ・パブリッ
シング：刊　

　TSUTAYA に運営を委託し、賛否
両論の渦を巻き起こした「武雄市
図書館」再構築プロジェクトを紹
介。新しい図書館の概要とそれを
創る人々のほか、日本各地の本に
よる町興し、世界の図書館も取り
上げる。

『地域が元気になるために本当に
必要なこと』
高橋徳行：編著　村上義昭・鈴
木正明：著　同友館：刊
　事業を営む起業家や経営者のた
めに場所、制度、環境などを作り
上げる人たちにターゲットを当て、
北海道帯広市、青森県板柳町、岩
手県花巻市、大分県豊後高田市、
沖縄県石垣市・読谷村における起
業活動のプロセスを紹介する。

『死者の夢』大友義統の生涯
東山周珠子：著　文芸社：刊
　キリシタン大名の父と仏教徒
の母との間で苦悩する大友義統
の生涯を描いた表題作と、イル
マン（神学生）のフェルナンデ
スとアルカソバの２人の伝道者
の布教活動を描いた「ムーアの
城」を収める。
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健　康
子育て
６月の休日当番医
　　　健康増進課	 ☎ 73‐ 3130

＊診療時間 9時～ 17時
＊		町報発行後に休日当番医が変更に
なる場合があります。各医療機関
や健康増進課にご確認ください。

６月の休日当番医
２日　日出児玉病院	 72-2724
９日　矢野小児科医院	 72-1011
16日　鈴木病院	 73-2131
23日　サンライズ酒井病院	 72-2266
30日　大石内科医院	 72-2121

７月の休日当番医
７日　岡田内科ｸﾘﾆｯｸ	 28-0101
14日　日出中央医院	 72-2534
15日　日出児玉病院	 72-2724
21日　鈴木病院	 73-2131																
28日　サンライズ酒井病院	 72-2266

「基本チェックリスト」を活用して
元気な体づくりに取り組みませんか？

　「介護予防のための基本チェックリスト」は、運動器や口腔機能、栄養改善な

ど 25 項目の質問です。23 年度から要介護認定を受けていない高齢者に郵送させ

ていただいています。今年度は南端・豊岡・大神地区にお住まいの 70 歳以上の

方（要介護認定を受けている方を除く）を対象に送付いたしました。このチェッ

クリストでこれまでのご自分の生活を振り返り、必要な介護予防に取り組むきっ

かけになります。

　今回は運動器の質問をピックアップしてご紹介します。介護予防は元気なうち

からの取り組みが大事です。☆の数が３個以上の人は特に意識をして取り組みま

しょう。

①地域の公民館などで転倒骨折予防の教室に参加する！
　町には各自治公民館などで活動している転倒骨折予防自主教室が 10 か所あり

ます。月に２～３回、運動を通して楽しく交流も深められ、閉じこもり予防にも

なっています。自分の公民館にもあったらいいなというご希望や教室の開催地区

などご質問がありましたら、健康増進課までお問い合わせ下さい。

②通所型介護予防教室に参加する！ ( 介護保険を利用していない方が対象です )
　「基本チェックリスト」で運動教室の対象になった方（医師の判断が必要な方

は除く）には、役場からご案内をいたします。

　町が委託している事業所で、週に１回、３か月間ほど運動について学びます。

③地域の公民館で運動について学ぶ！
　要請がありましたら、町の保健師と運動ボランティアがうかがって、お話や運

動を一緒にいたします。ご希望がありましたら、健康増進課までお問い合わせ下

さい。

④トレーニングルームの利用！
　65 歳以上の方は日出町保健福祉センターのトレーニングルームの利用が無料

です。自宅での継続が難しいときは、トレーニングルームへお越し下さい。

　火・木（10 時～ 12 時、13 時 30 分～ 15 時 30 分）は運動ボランティアのア

ドバイスが受けられます。

⑤自分でコツコツと取り組む！
　ウォーキング記録表やストレッチ方法の資料が必要な方は、ぜひ健康増進課へ

お問い合わせ下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問合先　健康増進課長寿健康係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 73 － 3130

元気な体づくり大作戦！！（運動編）

1 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか  はい いいえ☆

2 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上
がっていますか  はい いいえ☆

3 15 分位続けて歩けますか  はい いいえ☆

4 この 1 年間に転んだことがありますか  はい☆ いいえ

5 転倒に対する不安は大きいですか  はい☆  いいえ

公園のルールを守りましょう
　公園はみんなが使うものです。
ルールを守って楽しくあそびましょう。

■遊具を正しく使いましょう

　遊具の間違った使い方はケガの原因
になります。まわりの方にケガをさせ
るおそれもあります。

■自転車を乗り入れないようにしましょう

　公園内は乗り入れ禁止です。

■遊具の近くでボール遊びはやめましょう
　遊具で遊んでいる方に当たるかもし
れないので広い場所で遊びましょう。

　公園には小さなこどもたちも遊んで
います。お兄さん、お姉さんたちは気
をつけてあげて下さい。
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　エイズの原因となる HIV に感染しているかは、血液検査で簡単に調
べることができます。
 
　東部保健所では、「HIV 検査普及週間」に関連して休日検査を実施し
ます。
　検査は匿名 ･ 無料で行い、結果は採血後約 30 分で判明します。 

　予約制ですので、希望される方は必ず事前に電話による予約をしてく
ださい。

休 日 エ イ ズ 検 査 の お 知 ら せ 
　6 月 1 日～ 7 日は「HIV 検査普及週間」です。

 

  
■日　時　　６月９日（日 )９時～ 16 時 

■場　所　　東部保健所 

           （別府市大字鶴見字下田井 14- １） 

■内　容　　HIV 抗体迅速検査 

        ＊検査は予約制ですので、事前に電話をしてください。 

■予約・問合先　0977-67-7040（エイズ相談電話）

　毎年６月は食育月間です。また毎月 19 日は、食育の日です。

　栄養バランスのとれた食事をすることができる力を持つことも、食育

の一つです。生活習慣病の予防の観点から成人の一日に必要な野菜の摂

取量は 350 ｇ以上です。

　この機会に、自分の食生活を見直して、健康な体をつくりましょう。

　食育とは、さまざまな経験を通じて、食に関する知識と食を選択する　
力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てることです。

＊写真の野菜は、各 50 ｸﾞﾗﾑです。

全部で 400 ｸﾞﾗﾑあります。

＊左の写真の野菜をすべて使って、

調理しました。

　・右手前　野菜炒め

　・左手前　野菜のさっと煮

　・奥　野菜サラダ

　　　～タマネギドレッシング～

「６月は食育の月」

日出町地域子育て支援センター
	 ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談・援助
　月～金　９時～16時
●赤ちゃん広場（０歳～２歳）
　	４日（火）･11日（火）･18日（火）･25日
（火）10時～12時
●歯みがき講習会（０歳～２歳）
　11日（火）11時～12時
●父の日のプレゼント作り（０歳～就学前）
　	13日（木）10時～12時(町中央公民館）
●エアロビクス教室（０歳～就学前）
　14日（金）･28日（金）10時45分～
●誕生会（０歳～就学前）
　17日（月）11時～
●小麦粉ねん土であそぼう（０歳～就学前）
　19日（水）11時～

日出町児童館	 ☎72‐0323

●	親子リトミック教室（乳幼児・要申込）
　４日（火）11時～12時
●えいごであそぼ（乳幼児）
　12日（水）11時～11時30分
●たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）　
　	21日（金）11時15分～11時45分
●	WAKUWAKUつみきくらぶ
　	26日（水）10時30分～12時（乳幼児）
●	ゆうゆう子育て講座①(保護者・要申込）
　	「子どもの心がぐんぐん育つ　きらめく言葉の力」
　	27日（木）10時30分～12時

さざんか児童館	 ☎72‐8383

●ハッピータイム（乳幼児親子）
　３日（月）10時30分～
●エアロビクス（お母さん向け＊乳幼児
　から一緒に参加可能・要申込・600円）
　３日(月)･17日(月)13時30分～
●赤ちゃん広場（０歳児・要申込・200円）
　７日（金）10時30分～
●巡回児童館（スマイル子育て相談会）　　
　10日（月）10時30分～　中央公民館
●絵本の読み聞かせ
　15日（土）			10時30分～	
●		わくわく保育園（21年４月～22年３
月生・要申込・昼食代１組400円）

　21日（金）　10時15分～
●子どもを守る勉強会（要申込・無料）
　27日（木）　10時～
●		みんなで誕生日パーティ！（乳幼児
親子・要申込・200円）

　28日（金）10時30分～
●親子グループ活動　10時30分～
　０～１歳児　		５・12・19日（水）
　　　２歳児　		６・13・20日（木）
　３～５歳児　	11・18・25日（火）
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を
亡
く
し

た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し

て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域

を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と

と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
の

方
々
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
実
施
し
て
い

ま
す
。

▼
参
加
費　

９
万
円

▼
申
込
先　

大
分
県
遺
族
会

　

☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
２
４
５
９

▼
問
合
先　

日
本
遺
族
会
事
務
局

　

☎
03
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１

無
料
行
政
相
談
会

　

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

住
民
の
皆
様
の
相
談
窓
口
の
１

つ
と
し
て
、
毎
月
第
３
水
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
19
日
（
水
）
13

時
～
16
時

講
座

相 
談

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/
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消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
５
２
７
６

精
神
保
健
（
う
つ
病
）

　

家
族
教
室

　

う
つ
病
で
治
療
中
の
方
の
ご

家
族
が
、
病
気
に
関
す
る
知
識

や
対
応
を
学
ぶ
家
族
教
室
を
開

催
し
ま
す
。参
加
無
料
。要
申
込
。

▼
日
時　

２
回
コ
ー
ス

　

13
時
30
分
～
16
時

○
第
１
回　

７
月
10
日
（
水
）

○
第
２
回　

７
月
31
日
（
水
）

▼
場
所　

県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

講
義
・
家
族
の
話
し

合
い
等

▼
申
込
期
限　

７
月
１
日
（
月
）

▼
申
込
・
問
合
先　

県
こ
こ
ろ

と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

統
合
失
調
症
の
方
の
暮
ら

し
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　

統
合
失
調
症
で
治
療
中
の
方

に
、
病
気
の
知
識
、
利
用
で
き

る
施
設
や
制
度
等
、
地
域
生
活

に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
、
イ

キ
イ
キ
と
心
豊
か
な
地
域
生
活

を
送
る
こ
と
を
応
援
し
ま
す
。

参
加
無
料
。
要
申
込
。

▼
日
時　

４
回
コ
ー
ス

　

13
時
30
分
～
16
時

○
第
１
回　

６
月
19
日
（
水
）

○
第
２
回　

７
月
３
日
（
水
）

○
第
３
回　

７
月
17
日
（
水
）

○
第
４
回　

８
月
７
日
（
水
）

▼
場
所　

県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
限　

６
月
７
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先　

県
こ
こ
ろ

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
５
２
７
６

市
民
後
見
人
養
成
講
座

　

成
年
後
見
人
は
、
家
庭
裁
判

所
が
関
与
し
て
、
認
知
症
、
知

的
・
精
神
障
が
い
で
判
断
能
力

が
不
十
分
な
方
に
代
わ
っ
て
、

金
銭
管
理
や
契
約
等
日
々
の
暮

ら
し
の
手
続
き
の
援
助
を
し
ま

す
。
市
民
後
見
人
に
関
心
の
あ

る
方
は
も
ち
ろ
ん
、「
気
に
な

る
家
族
が
い
る
」「
将
来
、
認

知
症
に
な
っ
た
ら
不
安
」
と
い

う
方
も
ご
参
加
下
さ
い
。

▼
日
時　

４
日
間
。
10
時
～
17
時

○
第
１
日
目　

６
月
22
日
（
土
）

○
第
２
日
目　

６
月
23
日
（
日
）

○
第
３
日
目　

７
月
13
日
（
土
）

○
第
４
日
目　

７
月
14
日
（
日
）

▼
場
所　

県
総
合
社
会
福
祉
会
館

▼
受
講
料　

４
，
８
０
０
円

▼
定
員　

30
名
＊
原
則
と
し
て

４
日
と
も
参
加
で
き
る
方
。

▼
問
合
先　

市
民
後
見
さ
さ
え

あ
い

☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
５
３
０
０

労
働
保
険
年
度
更
新
の
お

知
ら
せ

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
に
つ
い
て
は
、毎
年
、

年
度
更
新
手
続
期
間
中
に
前
年

度
の
保
険
料
の
確
定
精
算
を
行

う
と
と
も
に
、
新
年
度
の
概
算

保
険
料
の
申
告
・
納
付
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
年
度
更
新
手
続
期
間
に
つ

い
て
は
、
６
月
３
日
（
月
）
か

ら
７
月
10
日
（
水
）
ま
で
で
す
。

▼
問
合
先　

大
分
労
働
局

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
７
０
９
５

県
立
芸
術
会
館

　

36
年
間
の
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
、
ラ
ス
ト
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
開
催
！
芸
術
会
館
が
開
館

以
来
収
集
し
て
き
た
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
（
南
画
、
近
代
日
本

画
、
洋
画
、
版
画
、
彫
刻
、
工

芸
等
）
を
４
期
に
わ
け
て
紹
介

し
ま
す
。

【
平
常
展
Ⅰ
】
日
本
の
風
土
を

描
く
～
四
季
の
美

▼
日
時　

６
月
４
日
（
火
）
～

７
月
15
日
（
月
・
祝
）

○
展
示
解
説　

６
月
８
日（
土
）・

７
月
６
日
（
土
）
13
時
30
分
～

○
親
子
美
術
鑑
賞
会　

６
月
22
日

（
土
）
10
時
30
分
～
／
13
時
30
分
～

▼
問
合
先　

県
立
芸
術
会
館

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
０
０
７
７

そ
の
他

～ 犬を飼っている皆様へ ～

手ぶらで散歩はルール違反です

マナーを守って散歩しましょう

　犬の飼い主のみなさん、愛犬との散歩のと

き、フンの後始末はどうしていますか。

　役場にも、「犬のフンが家や駐車場の前に

放置されたままになっていて困る」といった

相談が多数寄せられています。

　散歩中は袋などを持参し、愛犬がフンをし

た場合は必ず持ち帰りましょう。

生活環境課 ☎ 73-3128

悩む前に、お気軽にご相談ください。

阿部稔尚行政書士事務所
速見郡日出町3806番地21

電話 72-0975・FAX 75-7227

業務案内
相続・遺言手続・任意後見契約
建設業・農地法・古物商等各種許可申請
経営事項審査
内容証明・示談書・協議書作成等
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ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

平成 25 年度新規大卒者等
&

U・I ターン希望者就職面接会開催のお知らせ

　■日　時　６月２４日（月）　13 時～１６時
　■場　所　トキハ会館「ローズ・カトレアの間」

　■対象者　来春卒業予定の大学院・大学・短大・高専
　　　　　　・専修学校の学生（大学等既卒３年以内の　
　　　　　者を含む）Ｕ・Ｉターン希望者（県外在住者）

　■問合先　大分労働局職業安定部
　　　　　　　　　　　職業安定課雇用企画係
　　　　　　　☎０９７- ５３５－２０９０

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
　

日
出　

永
松
美
知
子

　

杉
山
を
背
に
乗
せ
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　

日
出　

大
野　

仁
王

　

大
牡
丹
門も

ん

に
咲
か
せ
て
嫗

お
お
な

住
む

　　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

塩
出
千
鶴
子

　

束つ
か

の
間
に
時
は
過
ぎ
ゆ
き
葉
桜
に

　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永　

晏
司

　

朝
も
や
も
晴
れ
て
に
ぎ
わ
う
鰈
祭

　　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永
三
千
代

　

つ
く
ば
い
を
好
み
て
遊
ぶ
雨
蛙

　
　
　
　
　
　
　

日
出　

定
平　

勝
義　

　

新
築
の
鬼
門
櫓
に
桜
花
散
り

町
民
文
芸

　
　
　
　
　
　
　

 

大
神　

北
野
ヤ
ス
エ

山
藤
の
季と

き
た
が違

う
な
く
咲
き
初そ

め
て

弘こ

う

ぼ

う

だ

い
し

き

法
大
師
忌
ま
つ
り
近
づ
く

　
　
　
　
　
　
　

 

豊
岡　
　

南　

悦
子

一い
ち
じ
ゅ樹

み
な
白
き
炎

ほ
の
ほ

と
も
え
あ
が
る

空あ

き

や屋
の
辛こ

ぶ

し夷
は
夕
闇
の
中

　
　
　
　
　
　
　

 

藤
原　

廣
井　

準
兵・

南み
な
み
か
ぜ風

吹
き
あ
げ
て
来
よ
別
府
湾

汽
笛
の
ひ
び
く
海
は
鈍に

び
い
ろ色

　
　
　
　
　

      

藤
原　

上
田　

靖
子

ま

黄き

色い
ろ

な
る
友
禅
け
や
き
艶あ

で

や
か

に
樹じ

ゅ

か下
を
通
れ
ば
と
き
め
き
覚
ゆ

　
　
　
　
　

      

川
崎　

竹
山
ア
ツ
子

花
壇
の
花
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
に
咲
き

ほ
こ
り
す
み
れ
の
花
も
隠
か
ら
笑
顔

阿
南　

遥は
る
ひ翔（

誠　

太
田
）

羽
田
野
紗さ

き希（
俊
幸　

是
城
）

彌
田　

将た
す
く玖（

修　

長
野
）

佐
々
木
あ
か
ね（
智
宏　

宮
の
下
）

辻
本
光こ
う
た
ろ
う

太
朗（
伸
一　

中
の
三
）

濵
﨑　

瑛え
い
た太（
雅
也　

西
の
二
）

立
石　

葵
あ
お
い　
（
諒　

佐
尾
）

立
花　

蘭ら
ん　
（
博
志　

佐
尾
）

釜
堀　

廉れ
ん
と士（

晃
一　

東
仁
王
）

藤
原　

綾あ
や
と人（

将
太　

東
仁
王
）

寺
司
京き
ょ
う
た
ろ
う

太
郎（
豪　

内
堀
）

上
野　

彗け
い　

（
裕
喜　

南
部
）

一
宮　

智　
（
91 　

中
の
二
）

長
野
フ
ク
ヱ（
97　

西
の
三)

阿
部
千
代
子（
80　

辻
間
団
地
南
）

石
和
マ
サ
コ（
90　

北
浜
）

古
賀　

花　
（
６　
日
出
団
地
）

南
波　

榮
介（
64　

南
部
）

村
岡　

正
裕（
96　

赤
松
）

工
藤
三
千
壽（
91　

赤
松
）

竹
友　

リ
ト（
97　

宗
行
）

中
村　

公
幸（
67　

辻
の
尾
）

末
宗
馬
城
男（
81　

内
野
）

関
島
志
の
ゑ（
94　

内
野
）

利
村
マ
サ
カ（
92　

内
野
）

石
脇
フ
ミ
ヱ（
90　

北
大
神
）

利
光　

ス
ガ（
90　

大
神
中
央
）

（　

）
内
は
行
年
・
地
区
名

＊
４
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
お
酒
を
販
売
す
る
に
は
税

務
署
長
の
免
許
が
必
要
で
す

　

入
手
困
難
な
焼
酎
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

継
続
的
に
出
品
し
販
売
す
る

ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
酒
類
の
販
売
業
を
し
よ
う

と
す
る
方
は
、
販
売
場
を
所
轄

す
る
税
務
署
長
か
ら
通
信
販
売

酒
類
小
売
業
免
許
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
無
免
許
販
売

を
行
っ
た
場
合
、
酒
類
の
没

収
、
罰
金
等
処
罰
の
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

酒
類
の
販
売
業
に
該
当
す
る
か

ど
う
か
等
、
お
わ
か
り
に
な
り

く
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
問
合
先　

別
府
税
務
署

　

☎
23
‐
２
１
１
１

６
２
５
の
日
、
ご
存
じ
で

す
か
？

　

６
月
25
日
は
、
無
事
故

（
６
２
５
）
の
日
、「
交
通
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

　

近
年
、
交
通
事
故
の
発
生
件

数
、
死
傷
者
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
毎
年
、
大
分
県

民
の
約
１
３
０
人
に
1
人
が
交

通
事
故
に
よ
り
死
傷
す
る
現
状

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
年
か
ら
「
交
通
事

故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通

安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
き
、
交
通
事
故
を
起
こ

さ
な
い
、
あ
わ
な
い
よ
う
に
十

分
注
意
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

小
笠
原
伊い
ぶ
き吹（
健
三　

南
部
）

田
中　

龍り
ゅ
う
せ
い成（
健
吾　

一
北
）

梶
川　

菜な

お緒（
一
哉　
西
小
深
江
）

佐
野　

和か
ず
き輝（
拓
郎　
西
小
深
江
）

藤
岡　

色い
ろ
は花（
裕
一　

内
野
）

猪
須　

小こ
は
る遥（

啓
行　

内
野
）

垣
迫
陽ひ

な

の

茄
乃（
英
司　

大
神
中
央
）

廣
津　

條じ
ょ
う
じ治（

勉　

港
）

（　

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

〈
お
詫
び
〉

　

毎
月
掲
載
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
「
樋
口
建
設
」
様
の

広
告
が
５
月
号
で
漏
れ
て
い
ま

し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

既存建物の耐震化工事行います
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　商工会が 1,000 円の商品券 11 枚綴り（１万１千円分）
　を１万円で発売。10％のプレミアム付きです。

10,000 セットの限定販売です。
　
　■発行主体　日出町商工会
　■販　　売　商工会窓口で７月１日より販売。
　　　　　　　（土・日・祝祭日を除く開所日）
　　※事前販売を６月 20 日（木）に１日のみ行います。
　　
　■販売時間　　10 時～ 16 時　　
　■購入限度額　一人 50,000 円
　■有効期間　　平成 25 年７月１日（月）～
                                平成 25 年 12 月 31 日（火）
　■取扱店   　　ポスター、ステッカー等を店頭に表示
　■問合先　　　日出町商工会　☎ 72-2232

発売します！プレミアム付き

　　「ひじとくとく商品券」
♪あったか七夕コンサート♪
～ SWING ECHOES JAZZ ORCHESTRA が
やってくる！～
 
 　障がいをお持ちの方もそうでない方も、また、

子どもたちや全ての町民の皆さまに夢を届ける

コンサートの開催です！！

　　
■日　時　　平成 25 年 7 月 7 日（日）
　　　　　　開場　13 時
　　　　　　開演　13 時 30 分～ 16 時
■場　所　　日出町中央公民館ホール
■対　象　　どなたでも参加 OK
■主　催　　あったかチャンコチャリティーショー
　　　　　　実行委員会
■問合先　　☎ 090-8830-7683（山本）

入場無料

日出町出会い応援事業

日出人 ( ひじんちゅ ) 交流会　

　日出町を愛する “ 日出人 ( ひじんちゅ )” 集まれ！日出町出会い応援事業で新たに
企画する、異業種交流会を兼ねた恋活パーティーです。仕事のご縁、友達のご縁、
そして恋のご縁 ･･･　どんなご縁を見つけられるかはあなた次第です。
　　■開催日　7 月 27 日（土）

　　■時間　　18 時～（４時間程度）

　　　　　　　（17 時半から受付開始）

　　■場所　　幸喜屋（日出町 2549 番地 2）

　　■定員　　男女各 30 名～ 50 名（応募者多数の場合は抽選となります）

　　■対象者　20 歳から 59 歳までの独身男女で、以下のいずれかに該当する方

　　　　　　　①ご本人又はご両親が日出町内にお住まいの方

　　　　　　　②ご本人が日出町内にお勤めの方

　　　　　　　③日出町に住みたいと考えている方

　　■料金　　5,000 円（食事付、アルコール有り）

　　■締切　　6 月 28 日（金）

　　■受付・問合先　政策推進課　☎ 73 － 3116

　　※参加決定の結果については、7 月 2 日（火）までに政策推進課より連絡いたします。

　　※健全な出会いイベントを運営するため、本人確認や独身であることを確認させていただきます。

　　　詳しくはお電話でお問い合わせください。
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活動を続けることで地域のコミュニケーションが広がる

桜川を日本一のホタルの名所にしちゃん！

大神真那井青壮年部
　　　　のみなさん

日出町の人のうごき
平成 25 年 5 月 1 日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

世帯数 11,861 （－ 20） － 20
人　口 28,788 （－ 18） － 18

男 13,780 （＋　6） ＋　6
女 15,008 （－ 24） － 24

南端 320 （－　2）
豊岡 7,317 （－ 14）
日出 5,943 （＋ 25）
藤原 3,845 （－ 19）
川崎 5,906 （－ 18）
大神 5,457 （＋ 10）

（　）内は前月比
　　  内は今年４月１日比
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　 例 年 ５ 月 か ら 6 月 に か け
て 大 神 真 那 井 地 区 の 「年 の 神
川」 上 流 （通 称、桜 川） に は、
毎 年 数 百 匹 の ホ タ ル が 乱 舞 し
て い ま す。
　 そ の、 ホ タ ル を 一 目 見 よ う
と 大 分 県 内 外 か ら 多 く の お 客
さ ん が や っ て き ま す。「 ホ タ
ル が 近 く ま で 寄 っ て 来 る 場 所
は こ こ だ け」 と お 客 さ ん が 言
う よ う に、 桜 川 沿 線 約 900m
に 渡 っ て 体 に 付 く ほ ど ホ タ ル
が 現 れ ま す。
　 桜 川 が ホ タ ル の 名 所 に な る
ま で に は 地 域 の 方 々 の 地 道 な
活 動 が あ り ま し た。

　20 数 年 前、 魚 も い な か っ
た 川 に ホ タ ル を 呼 び 戻 す た
め、 ホ タ ル の 餌 に な る 「川 ニ
ナ」 を 放 流 し、 ホ タ ル の 生 息
を 見 守 る た め の 「 見 守 る 会 」
を 設 立 し ま し た。
　 川 ニ ナ を 放 流 し て き た 結
果、 大 量 の 平 家 蛍 が 増 え、 そ
れ と 同 時 に 観 光 客 の 数 も 増 え
て き ま し た。
　 そ の た め、 昨 年、 真 那 井 青
壮 年 部 （三 浦 政 廣 代 表） が 中

心 と な っ て「見 守 る 会」を「守
る 会」 に 名 称 を 変 え、 川 の 草
刈 や 車 の 整 理 誘 導 な ど の 活 動
を 行 う よ う に な り ま し た。
　 活 動 の 一 環 と し て、 真 那 井
青 壮 年 部 で は、 昨 年 「第 １ 回
ホ タ ル 祭 り 」 を 開 催 し ま し
た。「 祭 り を 行 う こ と で、 地
域 の み ん な が 環 境 を 考 え る
き っ か け に な る」 と 会 の メ ン
バ ー は 言 い ま す。
　 真 那 井 青 壮 年 部 が ホ タ ル の
生 息 す る 環 境 を 守 る 活 動 を 始
め る よ う に な っ て、 ホ タ ル 鑑
賞 に 来 る お 客 さ ん の マ ナ ー も
良 く な っ た そ う で す。
　 ゴ ミ を 落 と し て 帰 る お 客 さ
ん は も ち ろ ん、 ホ タ ル を 網 で
集 め て 持 ち 帰 る お 客 さ ん の 姿
も 最 近 は 見 な い そ う で す。
　「 あ ま り 知 ら れ て い な か っ
た 真 那 井 が 町 内 外 の 人 に 知 ら
れ る こ と が 嬉 し い」 と 活 動 を
続 け る 青 壮 年 部。 目 下 の 課 題
は、「 現 地 ま で の 案 内 と 交 通
整 理」 だ と 言 い ま す。 今 年 は
無 線 機 を 購 入 し お 客 さ ん を 待
つ 準 備 は 万 端 で す。
　 今 年 も ６ 月 １ 日 に 開 催 さ れ

る ホ タ ル 祭 り、 真 那 井 公 民 館
で は 地 域 の 農 産 物 や ち り め ん
が 販 売 さ れ る ほ か 陣 太 鼓 や バ
ン ド の 演 奏 も あ り ま す。
　「 ホ タ ル と 水 の 環 境 問 題 を
考 え る」 と い う 小 学 校 の 授 業
に も 参 加 し た メ ン バ ー は、「水
が き れ い に な ら な い と ホ タ ル
は 育 た な い。 生 活 排 水 が 流 れ
る と 川 ニ ナ が 育 た な い 」 と
キ ッ パ リ。
　 地 域 を 愛 す る 真 那 井 青 壮 年
部 の 活 動 は こ れ か ら も 続 き ま
す。
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